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一

大
阪
府
岸
和
田
市
。
大
阪
湾
南
部
に
面
す
る
こ
の
都
市
は
、
江
戸
時
代
に
は
岡

部
氏
五
万
石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
明
治
以
降
も
繊
維
産
業
や
機
械
工
業
の
発

達
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
。
平
成
一
四
年
の
人
口
は
約
二
〇
万
二
千
人
で
、
大

阪
南
部
で
は
堺
市
に
次
ぐ
都
市
と
し
て
、
近
隣
地
域
の
中
核
都
市
的
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

岸
和
田
市
で
毎
年
秋
に
行
わ
れ
る
「
だ
ん
ぢ
り
祭
」
は
全
国
的
に
有
名
で
あ
る
。

だ
ん
ぢ
り
祭
は
、
大
阪
湾
沿
岸
の
旧
市
街
地
域
で
は
九
月
一
四
日
、
一
五
日
に
、

ま
た
市
内
東
部
地
域
で
は
一
〇
月
の
第
二
土
曜
日
、
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
。
岸
和

田
と
同
様
の
だ
ん
ぢ
り
祭
は
大
阪
南
部
の
多
く
の
地
域
で
も
一
〇
月
に
行
わ
れ
て

い
る
が
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
注
目
を
浴
び
て
い
る
の
は
、
岸
和
田

旧
市
街
地
域
の
だ
ん
ぢ
り
祭
で
あ
る
。

岸
和
田
の
だ
ん
ぢ
り
祭
は
、
一
台
あ
た
り
百
人
を
超
え
る
曳
き
手
に
よ
っ
て
旧

城
下
町
の
狭
い
道
路
を
曳
き
回
さ
れ
る
だ
ん
ぢ
り
（
地
車
）
が
激
し
い
動
き
を
す

る
こ
と
か
ら
、
勇
壮
な
祭
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
そ
の
激
し
さ
の
あ
ま

り
時
に
は
勢
い
余
っ
た
だ
ん
ぢ
り
が
建
物
に
激
突
し
、
物
損
事
故
や
人
身
事
故
も

起
き
る
危
険
な
一
面
を
併
せ
も
つ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
印
象
と
は
異
な
り
、
木
製
の
だ
ん
ぢ
り
本
体
に

は
精
巧
で
繊
細
と
も
い
え
る
彫
物
（
彫
刻
）
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
だ
ん
ぢ

り
祭
を
全
体
的
に
運
営
す
る
組
織
の
構
成
は
合
理
的
で
、
古
く
か
ら
の
伝
統
に
現

代
的
な
新
し
さ
を
適
度
に
加
え
た
運
営
を
常
に
行
っ
て
き
て
い
る
。

岸
和
田
の
だ
ん
ぢ
り
祭
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
書
物
は
多
数
あ
る
。
そ
れ
ら
は
郷

岸
和
田
だ
ん
ぢ
り
祭
序
説

石

田
　
信

博
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土
史
研
究
者
や
だ
ん
ぢ
り
祭
愛
好
者
の
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
岸
和
田
市

史
』
に
も
だ
ん
ぢ
り
祭
に
関
す
る
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。（
そ
の
一
部
は
参
考
文
献

欄
を
参
照
。）

筆
者
は
だ
ん
ぢ
り
祭
の
研
究
者
で
は
な
い
。
し
か
し
、
だ
ん
ぢ
り
の
曳
き
手
の

ひ
と
り
と
し
て
だ
ん
ぢ
り
の
操
作
に
長
年
携
わ
っ
て
き
た
。
ま
た
、
だ
ん
ぢ
り
祭

の
運
営
組
織
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。
本
稿
は
、
だ
ん
ぢ
り
祭
に
深
く
か
か
わ
る

者
の
観
点
か
ら
だ
ん
ぢ
り
祭
の
一
側
面
に
つ
い
て
記
す
も
の
で
あ
る
。

二

岸
和
田
の
だ
ん
ぢ
り
祭
は
、
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
九
月
二
七
日
に
岸
和

田
藩
主
岡
部
長
泰
が
京
都
伏
見
か
ら
稲
荷
を
岸
和
田
城
内
三
の
丸
に
勧
請
し
、
五

穀
豊
穣
を
祈
っ
た
稲
荷
祭
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
稲
荷
祭
で

人
々
は
だ
ん
ぢ
り
を
曳
い
て
町
を
練
り
歩
い
た
。
初
期
の
だ
ん
ぢ
り
は
長
持
の
よ

う
な
箱
形
の
も
の
に
車
輪
を
つ
け
、
そ
の
上
に
人
や
風
景
な
ど
を
模
し
て
作
ら
れ

た
飾
り
物
を
載
せ
て
、
そ
れ
を
綱
で
曳
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

（
岸
和
田
だ
ん
ぢ
り
祭
の
歴
史
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、『
岸
和
田
市
史
』
を
参
照
。）

現
在
で
は
、
旧
市
街
地
域
の
だ
ん
ぢ
り
祭
は
九
月
一
四
日
と
一
五
日
の
二
日
間

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
一
四
日
は
宵
宮
、
一
五
日
は
本
宮
で
あ
る
。
一
四

日
は
午
前
六
時
か
ら
午
後
一
〇
時
ま
で
、
一
五
日
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
一
〇
時

ま
で
、
だ
ん
ぢ
り
を
曳
行
す
る
。
一
五
日
の
午
前
中
に
は
、
氏
神
に
あ
た
る
神
社

に
だ
ん
ぢ
り
が
宮
入
す
る
。
二
日
間
と
も
昼
間
は
勇
壮
で
激
し
い
曳
行
が
繰
り
広
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げ
ら
れ
る
。
対
照
的
に
、
夜
間
は
多
数
の
提
灯
を
飾
り
付
け
ら
れ
た
だ
ん
ぢ
り
が

ゆ
っ
く
り
と
曳
か
れ
、
幻
想
的
と
も
い
え
る
情
況
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。
こ
の

二
日
間
以
外
に
、
九
月
の
第
一
日
曜
日
（
第
一
日
曜
が
一
日
の
年
は
八
日
）
と
一

三
日
に
そ
れ
ぞ
れ
二
時
間
、
だ
ん
ぢ
り
の
動
き
を
確
か
め
、
曳
き
手
の
呼
吸
を
合

わ
せ
る
た
め
の
試
験
曳
が
本
番
と
同
様
に
行
わ
れ
る
。
だ
ん
ぢ
り
の
曳
行
は
町
会

（
自
治
会
）
単
位
で
行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
町
会
が
一
台
ず
つ
の
だ
ん
ぢ
り
を

所
有
し
、
曳
行
す
る
。
旧
市
街
地
域
に
は
、
だ
ん
ぢ
り
が
三
五
台
あ
る
。
そ
の
う

ち
、
岸
城
神
社
に
宮
入
す
る
だ
ん
ぢ
り
は
、
宮
本
町
、
上
町
、
五
軒
屋
町
、
北
町
、

堺
町
、
本
町
、
南
町
、
大
北
町
、
中
北
町
、
大
手
町
、
紙
屋
町
、
中
町
、
中
之
濱

町
、
大
工
町
、
南
上
町
の
一
五
台
、
岸
和
田
天
神
宮
に
宮
入
す
る
だ
ん
ぢ
り
は
、

沼
町
、
筋
海
町
、
別
所
町
、
藤
井
町
、
並
松
町
、
下
野
町
の
六
台
、
弥
栄
神
社
に

宮
入
す
る
だ
ん
ぢ
り
は
、
春
木
南
、
春
木
本
町
、
春
木
大
小
路
町
、
春
木
中
町
、

春
木
若
松
町
、
春
木
旭
町
、
春
木
宮
川
町
、
春
木
宮
本
町
、
春
木
大
国
町
、
八
幡

町
、
戎
町
、
松
風
町
、
大
道
町
、
磯
之
上
の
一
四
台
で
あ
る
。（
だ
ん
ぢ
り
を
所
有

し
な
い
町
会
も
あ
る
。
ま
た
、
一
台
の
だ
ん
ぢ
り
を
複
数
の
町
会
で
曳
行
す
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。）

だ
ん
じ
り
は
各
町
会
の
人
々
が
中
心
に
な
っ
て
曳
行
さ
れ
る
が
、
近
年
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
町
会
に
所
属
し
て
い
な
い
人
、
す
な
わ
ち
他
地
域
に
住
む
人
も
多
数
参

加
し
て
い
る
。
ま
た
、
だ
ん
ぢ
り
が
曳
行
さ
れ
る
コ
ー
ス
は
、
か
つ
て
は
旧
街
道

や
市
街
地
内
の
狭
い
道
路
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
市
内
の
大
通
り
や
幹

線
道
路
の
一
部
で
も
曳
行
さ
れ
て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
有

名
に
な
っ
た
こ
と
で
、
見
物
人
の
数
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
平
成
一
四
年
の
見
物

人
数
は
、
二
日
間
合
わ
せ
て
六
一
万
人
（
岸
和
田
警
察
署
の
発
表
に
よ
る
）
で
あ

っ
た
。
最
近
で
は
、
有
料
の
観
覧
席
ま
で
設
け
ら
れ
て
い
る
。

三

だ
ん
ぢ
り
の
本
体
は
す
べ
て
木
製
で
材
料
は
欅
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
基
本

的
な
構
造
は
、
台
と
よ
ば
れ
る
木
枠
の
上
に
四
本
の
柱
（
舞
台
柱
）
を
た
て
、
そ

の
上
に
屋
根
（
大
屋
根
）
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。（
資
料
１
を
参
照
）
舞
台
柱

の
下
半
分
の
前
と
左
右
に
は
、
土
呂
幕
、
大
連
子
、
小
連
子
、
松
良
と
い
っ
た
部

分
を
中
心
に
精
巧
な
彫
物
（
彫
刻
）
が
施
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
大
屋
根
の
周

囲
に
も
、
枡
組
や
枡
合
を
中
心
に
彫
物
が
施
さ
れ
て
い
る
。
舞
台
柱
の
後
に
は
小

屋
根
が
あ
り
、
そ
の
下
の
見
送
や
大
脇
な
ど
に
も
や
は
り
精
巧
な
彫
物
が
施
さ
れ

て
い
る
。
台
の
内
側
に
は
四
つ
の
木
製
の
車
輪
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
台
の

前
に
あ
る
曳
綱
鐶
に
曳
綱
を
取
り
付
け
て
、
そ
れ
を
曳
く
こ
と
に
よ
り
だ
ん
ぢ
り

は
動
く
。
だ
ん
ぢ
り
の
進
む
方
向
を
変
え
る
場
合
は
、
台
の
後
に
取
り
付
け
ら
れ

る
約
三
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
後
梃
子
を
三
〇
人
程
の
担
当
者
が
力
を
合
わ
せ

て
左
右
に
振
る
こ
と
に
よ
っ
て
向
き
が
変
え
ら
れ
る
。
だ
ん
ぢ
り
を
急
停
止
さ
せ

る
場
合
は
、
前
の
左
右
の
車
輪
そ
れ
ぞ
れ
に
約
一
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
前
梃

子
を
噛
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
停
止
さ
せ
ら
れ
る
。
舞
台
柱
の
内
側
（
だ
ん

ぢ
り
の
内
部
）
に
は
、
大
太
鼓
、
小
太
鼓
、
鉦
が
取
り
付
け
ら
れ
、
担
当
者
が
乗

り
込
ん
で
だ
ん
ぢ
り
囃
子
を
演
奏
す
る
。
舞
台
柱
の
周
囲
に
は
赤
い
布
と
金
の
縄

が
飾
り
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
だ
ん
ぢ
り
の
後
に
は
、
刺
繍
が
施
さ
れ
た
幟
旗
が
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〉
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春
木
宮
本
町
だ
ん
ぢ
り
寸
法
図
〉
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た
て
ら
れ
る
。
だ
ん
ぢ
り
の
寸
法
（
大
き
さ
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
だ
ん
ぢ
り
に

よ
っ
て
若
干
の
違
い
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
大
き
な
違
い
で
は
な
い
。
資
料
２
に
は
、

春
木
宮
本
町
の
だ
ん
ぢ
り
の
寸
法
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。
春
木
宮
本
町
の
だ
ん
ぢ

り
は
、
平
成
三
年
に
そ
れ
以
前
に
曳
行
さ
れ
て
い
た
古
い
だ
ん
ぢ
り
に
代
わ
っ
て

新
し
く
製
作
さ
れ
た
、
岸
和
田
で
は
比
較
的
新
し
い
だ
ん
ぢ
り
で
あ
る
。
高
さ
は

三
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
は
四
〇
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
は
二
四

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
平
均
的
な
寸
法
の
だ
ん
ぢ
り
で
あ
る
。
重
量
は
約
四
ト

ン
あ
る
。（
最
大
級
の
だ
ん
ぢ
り
で
、
高
さ
三
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
四
三

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
二
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
寸
法
で
あ
る
。）

大
屋
根
の
幅
に
く
ら
べ
て
、
台
や
そ
の
内
側
に
取
り
付
け
ら
れ
た
車
輪
の
間
の
幅

が
小
さ
い
の
で
不
安
定
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
曳
行
の
際
、
道
路
の
交

差
点
に
お
い
て
人
が
走
る
速
さ
を
保
っ
た
ま
ま
だ
ん
ぢ
り
の
方
向
転
換
を
す
る

「
遣
り
ま
わ
し
」
を
行
い
や
す
く
す
る
た
め
の
構
造
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
だ
ん
ぢ
り
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

だ
ん
ぢ
り
の
周
囲
に
施
さ
れ
た
精
巧
な
彫
物
（
彫
刻
）
で
あ
る
。
彫
物
は
そ
れ
ぞ

れ
の
だ
ん
ぢ
り
が
も
つ
特
徴
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。
彫
物
が
描
い
て
い
る
場
面
は
、

昔
の
武
士
の
合
戦
の
場
面
が
多
い
。
そ
れ
も
ま
た
、
だ
ん
ぢ
り
祭
の
勇
壮
な
印
象

を
つ
く
り
だ
す
要
素
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

四

実
例
と
し
て
、
春
木
宮
本
町
の
だ
ん
ぢ
り
の
彫
り
物
を
み
て
み
よ
う
。（
春
木
宮

本
町
の
だ
ん
ぢ
り
の
詳
細
は
、『
春
木
宮
本
町
地
車
新
調
記
念
誌
』
を
参
照
。）
こ

の
だ
ん
ぢ
り
の
特
徴
は
、
彫
物
が
「
源
平
物
語
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。
主
要
部
分
の
彫
物
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

土
呂
幕
（
正
面
）「
清
盛
怪
異
を
見
る
」

平
治
の
乱
で
討
た
れ
た
悪
源
太
義
平
の
怨
霊
が
、
福
原
の
殿
舎
で
雪
見
を
し
て

い
る
平
清
盛
を
襲
う
場
面
。
恐
ろ
し
い
形
相
を
し
た
源
義
平
の
怨
霊
と
そ
れ
を
に

ら
み
つ
け
る
清
盛
を
中
心
に
彫
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
周
囲
に
は
、
怨
霊
を
恐

れ
る
武
者
た
ち
や
、
多
数
の
骸
骨
が
描
か
れ
て
い
る
。

土
呂
幕
（
左
）「
鬼
神
に
勝
る
巴
御
前
」

木
曽
義
仲
対
源
範
頼
、
源
義
経
の
勢
多
の
戦
に
お
け
る
巴
御
前
の
奮
戦
の
様
子
。

馬
に
の
っ
て
戦
う
巴
御
前
を
中
心
に
、
巴
御
前
の
錣
を
引
き
ち
ぎ
っ
た
畠
山
重
忠
、

今
井
兼
平
、
内
田
家
光
ら
が
描
か
れ
て
い
る
。

土
呂
幕
（
右
）「
義
経
八
艘
飛
」

壇
ノ
浦
の
海
戦
で
の
源
義
経
の
八
艘
飛
の
場
面
。
舟
か
ら
舟
へ
と
飛
び
移
る
義

経
を
中
心
に
、
そ
れ
を
追
う
平
教
経
、
鷲
尾
三
郎
、
平
知
盛
、
武
蔵
坊
弁
慶
ら
が

描
か
れ
て
い
る
。

大
連
子
（
正
面
）「
紫
宸
殿
戦
」

平
治
の
乱
に
お
い
て
、
紫
宸
殿
前
で
戦
っ
た
平
重
盛
と
悪
源
太
義
平
の
一
騎
討
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ち
の
様
子
。
馬
に
の
り
戦
う
平
重
盛
と
悪
源
太
義
平
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

大
連
子
（
左
）「
八
牧
館
夜
討
」

八
牧
の
判
官
平
兼
隆
を
襲
う
源
頼
朝
の
様
子
。
馬
に
の
る
源
頼
朝
と
平
兼
隆
が

描
か
れ
て
い
る
。

大
連
子
（
右
）「
義
家
　
貞
任
を
討
つ
」

源
頼
義
と
八
幡
太
郎
義
家
ら
の
軍
が
安
部
貞
任
ら
を
鎮
圧
す
る
栗
屋
川
の
戦
の

場
面
。
馬
に
の
る
八
幡
太
郎
義
家
、
安
部
貞
任
、
荒
川
太
郎
光
貞
ら
が
彫
ら
れ
て

い
る
。

小
連
子
（
正
面
）「
景
清
錣
引
」

屋
島
の
合
戦
に
お
け
る
平
景
清
と
三
保
谷
四
郎
の
様
子
。
三
保
谷
四
郎
と
そ
の

錣
を
引
き
ち
ぎ
る
景
清
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

小
連
子
（
左
）「
与
一
功
名
」

屋
島
の
合
戦
に
お
い
て
那
須
与
一
宗
高
が
平
家
の
舟
上
の
扇
を
矢
で
射
る
場
面
。

矢
を
放
つ
那
須
与
一
や
源
義
経
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

小
連
子
（
右
）「
嗣
信
忠
節
」

佐
藤
嗣
信
が
屋
島
の
合
戦
に
お
い
て
義
経
の
身
代
わ
り
に
な
っ
て
討
ち
死
に
す

る
場
面
。
舟
に
乗
っ
た
教
経
、
落
馬
す
る
嗣
信
、
義
経
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

縁
葛
（
正
面
、
左
、
右
）「
曽
我
十
番
切
」

曽
我
十
郎
祐
成
、
北
条
五
郎
時
政
兄
弟
が
父
の
仇
工
藤
祐
経
を
追
い
、
富
士
野

巻
狩
に
お
い
て
仇
を
討
つ
場
面
。
祐
成
、
祐
経
、
時
政
兄
弟
、
仁
田
四
郎
、
御
所

五
郎
丸
、
和
田
義
盛
、
本
田
次
郎
ら
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

松
良
（
左
）「
石
橋
山
合
戦
」

石
橋
山
の
合
戦
で
敗
れ
、
洞
穴
に
隠
れ
た
源
頼
朝
一
行
を
梶
原
景
時
が
見
逃
し

て
助
け
る
場
面
。
梶
原
景
時
、
長
尾
信
吾
、
真
田
与
一
、
そ
し
て
洞
穴
に
隠
れ
る

源
頼
朝
ら
が
描
か
れ
て
い
る
。

松
良
（
右
）「
宇
治
橋
合
戦
」

源
三
位
頼
政
軍
と
平
家
軍
の
宇
治
橋
で
の
合
戦
の
様
子
。
頼
政
、
源
仲
家
、
一

来
法
師
、
筒
井
浄
妙
ら
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

大
屋
根
枡
合
（
正
面
）「
戦
勝
祈
願
」

鶴
岡
八
幡
宮
に
源
頼
朝
が
戦
勝
祈
願
に
参
る
場
面
。
馬
に
の
っ
た
源
頼
朝
が
八

幡
宮
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

大
屋
根
枡
合
（
左
）「
弁
慶
仁
王
立
」

源
頼
朝
の
兵
に
追
わ
れ
る
義
経
を
守
る
た
め
に
武
蔵
坊
弁
慶
が
ひ
と
り
で
戦
い
、

立
っ
た
ま
ま
往
生
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
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大
屋
根
枡
合
（
右
）「
鞍
馬
山
」

牛
若
が
鞍
馬
山
で
修
行
を
積
む
場
面
。
烏
天
狗
を
相
手
に
剣
術
の
稽
古
を
す
る

牛
若
が
描
か
れ
て
い
る
。

小
屋
根
枡
合
（
正
面
）「
清
盛
落
日
を
呼
び
戻
す
」

厳
島
神
社
。
夕
焼
け
が
あ
ま
り
に
も
美
し
い
の
で
、
平
清
盛
が
扇
で
落
日
を
呼

び
戻
そ
う
と
す
る
場
面
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

小
屋
根
枡
合
（
左
）「
五
条
大
橋
」

五
条
大
橋
で
武
蔵
坊
弁
慶
が
牛
若
丸
の
太
刀
を
奪
お
う
と
し
て
襲
い
か
か
る
場

面
が
描
か
れ
て
い
る
。

小
屋
根
枡
合
（
右
）「
羅
城
門
」

平
安
京
羅
城
門
に
お
け
る
渡
辺
綱
と
鬼
の
戦
い
の
場
面
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

見
送
虹
梁
（
正
面
、
左
、
右
）「
大
江
山
酒
呑
童
子
退
治
」

源
頼
光
は
大
江
山
の
鬼
と
い
わ
れ
た
酒
呑
童
子
の
本
拠
地
に
、
渡
辺
綱
、
坂
田

金
時
ら
と
と
も
に
山
伏
姿
に
身
を
や
つ
し
て
の
り
こ
み
、
鬼
に
酒
を
飲
ま
せ
て
退

治
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

見
送
、
大
脇
（
左
、
右
）、
脇
障
子
（
左
、
右
）、
摺
出
受
（
左
、
右
）「
一
の
谷
の

合
戦
」

一
の
谷
で
起
き
た
源
平
の
合
戦
の
場
面
。
彫
物
は
、
見
送
、
大
脇
、
脇
障
子
、

摺
出
受
が
一
体
と
な
っ
て
合
戦
の
有
名
な
場
面
を
描
い
て
い
る
。
見
送
の
正
面
に

は
、
馬
に
の
っ
て
戦
う
熊
谷
次
郎
直
実
と
平
敦
盛
が
左
右
に
彫
ら
れ
て
い
る
。
左

横
に
は
梶
原
源
太
景
季
が
、
右
横
に
は
馬
に
の
っ
て
戦
う
平
山
武
者
所
季
重
が
、

ま
た
奥
に
は
馬
に
の
る
武
蔵
坊
弁
慶
が
そ
れ
ぞ
れ
彫
ら
れ
て
い
る
。
左
の
大
脇
に

は
、
薩
摩
守
忠
度
と
岡
部
六
弥
太
忠
澄
の
組
み
合
う
場
面
が
、
右
の
大
脇
に
は
源

義
経
と
伊
勢
三
郎
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
左
の
脇
障
子
に
は
馬
に
の
っ
て
戦
う
梶
原

景
時
が
、
右
の
脇
障
子
に
は
平
通
盛
が
描
か
れ
て
い
る
。
摺
出
受
は
、
左
が
鷲
尾

三
郎
、
右
が
愛
馬
夕
月
を
背
負
う
畠
山
重
忠
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
見
送
の

奥
に
は
合
戦
の
舞
台
と
な
っ
た
福
原
の
城
が
、
天
井
に
は
龍
が
そ
れ
ぞ
れ
精
巧
に

彫
ら
れ
て
い
る
。

摺
出
鼻
（
左
）「
常
盤
御
前
」

常
盤
御
前
が
幼
い
今
若
、
乙
若
、
牛
若
を
連
れ
て
、
雪
の
降
り
し
き
る
山
中
を

伏
見
か
ら
大
和
へ
と
逃
れ
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。

摺
出
鼻
（
右
）「
安
宅
関
」

勧
進
帳
の
名
場
面
。
追
わ
れ
る
源
義
経
一
行
で
あ
る
こ
と
を
隠
す
た
め
に
、
富

樫
の
前
で
武
蔵
坊
弁
慶
が
義
経
を
叩
く
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

後
縁
葛
（
正
面
、
左
、
右
）「
富
士
野
巻
狩
」

源
頼
朝
が
家
来
の
士
気
を
高
め
る
た
め
に
、
富
士
の
裾
野
で
巻
狩
を
行
う
様
子
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が
描
か
れ
て
い
る
。

後
連
子
（
正
面
、
左
、
右
）「
源
平
時
代
の
風
俗
」

餅
つ
き
風
景
、
市
場
風
景
、
大
風
に
傘
を
飛
ば
す
女
な
ど
、
当
時
の
風
俗
が
描

か
れ
て
い
る
。

地
車
番
付
標
「
平
家
物
語
を
語
る
琵
琶
法
師
」

平
家
の
盛
衰
を
語
る
琵
琶
法
師
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
春
木
宮
本
町
の
だ
ん
ぢ
り
は
彫
物
が
源
平
物
語
に
な
っ
て
い
る
が
、

他
の
だ
ん
ぢ
り
の
彫
物
を
み
る
と
そ
れ
以
外
に
、「
難
波
戦
記
」、「
川
中
島
の
戦
」、

「
本
能
寺
の
変
」、「
太
閤
記
」、「
大
阪
夏
の
陣
」、「
関
が
原
の
合
戦
」、「
赤
穂
義
士

討
入
」
な
ど
、
有
名
な
合
戦
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。

五

こ
の
彫
物
を
彫
刻
す
る
の
は
、
地
車
彫
刻
師
と
よ
ば
れ
る
専
門
の
彫
刻
家
で
あ

る
。
春
木
宮
本
町
の
だ
ん
ぢ
り
の
彫
物
は
、
主
要
な
部
分
を
岸
田
恭
司
と
そ
の
弟

子
、
片
山
晃
、
高
浜
輝
夫
が
、
そ
の
他
の
部
分
は
松
田
武
幸
が
彫
刻
し
た
。
彫
物

の
製
作
に
は
二
年
か
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
だ
ん
ぢ
り
を
最
終
的
に
完
成
さ
せ
る

の
は
、
地
車
大
工
と
よ
ば
れ
る
宮
大
工
で
あ
る
。
地
車
大
工
は
伝
統
的
技
術
に
よ

っ
て
釘
を
使
わ
ず
に
だ
ん
ぢ
り
を
組
み
立
て
て
い
く
。
春
木
宮
本
町
の
だ
ん
ぢ
り

は
、
植
山
良
雄
と
そ
の
弟
子
、
田
中
隆
治
が
一
年
が
か
り
で
完
成
さ
せ
た
。
だ
ん

ぢ
り
一
台
を
新
し
く
つ
く
る
の
に
三
年
か
か
る
の
で
あ
る
。
新
し
く
つ
く
ら
れ
た

だ
ん
ぢ
り
は
、
大
き
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
か
ぎ
り
は
、
六
〇
年
か
ら
七
〇
年
は

曳
行
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
〇
年
か
ら
一
五
年
ご
と
に
傷
ん
だ

部
分
を
中
心
に
修
理
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
だ
ん
ぢ
り
が
曳
行
さ
れ
る
の
は
、
祭

本
番
と
試
験
引
を
あ
わ
せ
て
年
四
日
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
と
き
は
各
町
会

内
に
あ
る
だ
ん
ぢ
り
小
屋
と
よ
ば
れ
る
倉
庫
に
そ
の
ま
ま
格
納
さ
れ
て
い
る
。

六

だ
ん
ぢ
り
を
新
し
く
つ
く
る
の
に
ど
れ
程
の
費
用
が
か
か
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

実
例
と
し
て
、
資
料
３
に
春
木
宮
本
町
が
だ
ん
ぢ
り
を
つ
く
っ
た
際
の
地
車
新
調

会
計
報
告
書
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
だ
ん
ぢ
り
本
体
の
購
入
費
だ

け
で
六
千
五
百
万
円
か
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
太
鼓
や
付
属
品
、
幟
旗
な
ど
の
購

入
費
を
加
え
る
と
、
七
、
四
五
二
万
円
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
巨
額
な
費
用

は
町
会
の
人
々
の
寄
付
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
寄
付
を
す
る
か
し
な
い
か
、
ま
た
寄

付
の
金
額
を
い
く
ら
に
す
る
か
は
自
由
で
あ
る
。
春
木
宮
本
町
の
場
合
は
百
五
件
、

合
計
六
、
一
八
八
万
円
の
寄
付
が
あ
っ
た
が
、
一
件
あ
た
り
の
金
額
は
平
均
約
五

九
万
円
に
な
る
。
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七

岸
和
田
の
だ
ん
ぢ
り
祭
は
、
町
会
ご
と
に
運
営
組
織
が
つ
く
ら
れ
、
年
齢
層
ご

と
に
役
割
が
決
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

曳
行
責
任
者

だ
ん
ぢ
り
を
曳
く
と
き
の
最
高
責
任
者
。
世
話
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
。

世
話
人

五
〇
歳
以
上
の
人
で
構
成
さ
れ
る
。
各
町
会
に
お
い
て
祭
の
運
営
を
全
体
的
に

取
り
仕
切
る
。

若
頭三

五
歳
か
ら
五
〇
歳
の
人
で
構
成
さ
れ
る
。
だ
ん
ぢ
り
を
曳
行
す
る
際
に
、
曳

行
に
関
し
て
全
体
的
に
取
り
仕
切
る
。

拾
伍
人
組

二
五
歳
か
ら
三
五
歳
の
人
で
構
成
さ
れ
る
。
曳
行
の
際
、
後
梃
子
を
担
当
す
る
。

青
年
団

一
五
歳
か
ら
二
五
歳
の
人
で
構
成
さ
れ
る
。
だ
ん
ぢ
り
の
曳
綱
を
担
当
し
、
曳

行
の
中
心
に
な
る
。
鳴
り
物
（
太
鼓
、
鉦
、
横
笛
）
も
担
当
す
る
。

子
供
会

一
五
歳
以
下
の
人
で
構
成
さ
れ
る
。
曳
綱
の
先
の
方
を
曳
く
。

〈資料3〉

地車新調会計中間報告

収 入 の 部�

項　　　目�

合　　　計� 合　　　計�

寄附金入金�

旧地車売却代�

旧大太鼓売却代�

旧金縄売却代�

預金利息�

新調地車購入代�

大太鼓購入代�

金縄、小太鼓購入代�

地車付属備品購入代�

地車小屋修理代�

幟、旗代�

入魂式諸費用�

その他�

平成4年2月29日現在残高�

61,880,000�

20,000,000�

1,000,000�

300,000�

433,813�

�

�

�

�

83,613,813

65,000,000�

2,520,000�

2,500,000�

1,200,000�

500,000�

3,300,000�

3,010,456�

807,310�

4,776,047�

83,613,813

項　目� 金　額（円）�金　　　額（円）�

支 出 の 部�

春木宮本町地車新調委員会�
昭和63年11月1日～平成4年2月29日�

注：項目名の一部は筆者が修正した。�
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こ
れ
ら
の
名
称
や
年
齢
構
成
は
町
会
に
よ
っ
て
は
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

基
本
的
に
は
ど
こ
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
、
大
工
方
（
だ
ん
ぢ
り
の
屋
根

に
乗
っ
て
進
行
の
指
示
を
だ
す
担
当
者
）、
前
梃
子
担
当
者
（
前
梃
子
を
操
作
す
る

担
当
者
）
な
ど
、
専
門
的
な
役
割
も
あ
る
。

ま
た
、
岸
和
田
だ
ん
ぢ
り
祭
全
体
を
統
括
す
る
組
織
と
し
て
、「
年
番
」
が
あ
る
。

年
番
は
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
か
ら
あ
る
制
度
で
、
だ
ん
ぢ
り
祭
全
体
の
運
営

責
任
を
負
う
。
年
番
は
各
町
会
の
世
話
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
人
が
集
ま
っ
て
構

成
さ
れ
る
。
祭
に
関
し
て
年
番
が
決
め
る
こ
と
は
絶
対
的
な
意
味
を
も
つ
。
同
様

に
祭
全
体
の
組
織
と
し
て
、
若
頭
連
絡
協
議
会
が
あ
る
。
若
頭
連
絡
協
議
会
は
各

町
会
の
若
頭
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
年
番
と
協
力
し
て
だ

ん
ぢ
り
の
曳
行
が
安
全
に
滑
ら
か
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
祭
を
管
理
、
運
営
す
る
。

八

岸
和
田
の
だ
ん
ぢ
り
祭
は
九
月
に
二
日
間
行
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
祭

に
関
係
す
る
組
織
や
人
々
は
、そ
の
た
め
に
一
年
間
を
通
し
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。

祭
が
終
わ
り
、
後
片
付
け
が
す
べ
て
済
む
一
一
月
頃
に
は
、
各
組
織
の
役
員
は

交
代
す
る
。
新
し
い
役
員
の
も
と
で
各
組
織
は
次
の
祭
に
向
け
た
活
動
を
始
め
る
。

一
一
月
か
ら
六
月
頃
に
か
け
て
は
、
月
に
一
度
は
皆
で
集
ま
り
、
祭
に
関
す
る
話

し
合
い
を
す
る
。
時
に
は
親
睦
を
深
め
る
た
め
の
行
事
も
催
さ
れ
る
。
前
回
の
祭

で
不
都
合
が
あ
れ
ば
、
改
善
策
を
考
え
る
。
だ
ん
ぢ
り
本
体
が
破
損
し
た
場
合
は
、

こ
の
期
間
に
修
理
す
る
。
祭
に
必
要
な
も
の
は
少
し
ず
つ
整
え
て
い
く
。
七
月
に

入
る
と
、
毎
週
一
回
集
ま
っ
て
準
備
を
す
す
め
て
い
く
。
組
織
ご
と
の
集
ま
り
だ

け
で
な
く
、
町
会
全
体
や
岸
和
田
だ
ん
じ
り
祭
全
体
の
会
議
も
何
度
か
開
か
れ
、

話
し
合
い
と
準
備
を
進
め
て
い
く
。
八
月
に
な
る
と
、
毎
日
夜
に
集
ま
り
、
最
終

的
な
準
備
と
曳
行
に
関
す
る
話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
。

だ
ん
ぢ
り
祭
に
関
わ
る
の
は
こ
れ
ら
の
人
々
だ
け
で
は
な
い
。
高
齢
者
は
自
分

た
ち
の
組
織
で
、
祭
を
安
全
に
楽
し
く
見
物
で
き
る
所
を
設
け
る
た
め
に
、
そ
の

準
備
と
運
営
を
行
う
。
若
頭
や
拾
伍
人
組
の
役
員
の
妻
た
ち
は
休
憩
所
（
詰
所
）

で
食
事
や
飲
み
物
の
準
備
を
す
る
。
同
様
に
、
青
年
団
の
役
員
の
妻
や
母
親
も
、

詰
所
で
食
事
と
飲
み
物
の
準
備
を
行
う
。（
岸
和
田
の
だ
ん
ぢ
り
祭
に
関
わ
る
家
庭

の
様
子
は
、『
き
し
わ
だ
の
だ
ん
じ
り
ま
つ
り
』
に
わ
か
り
や
す
く
描
か
れ
て
い
る
。）

こ
う
し
て
、
数
多
く
の
人
の
努
力
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
、
岸
和
田
だ
ん
ぢ
り
祭
は
長
い
伝
統
と
繁
栄
を
誇
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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